調　査　結　果　の　概　要
Ⅰ　概　　　況
　　　２００５年１０月１日現在で実施された国勢調査の第２次基本集計結果（人口の
　　経済的属性である労働力状態・産業別就業者数・従業上の地位等）と従業地・通学
地集計（その１）から，本市の状況をみますと，次のようになりました。
　　　労働力人口は，１９６０年以降一貫して増加し，前回初めての減少に転じましたが,
今回は増加し,２０万人を超えました。
　　　また，労働力率（１５歳以上の人口に占める労働力人口の割合）は，１９９５年
　　にわずかながら上昇しましたが，前回に続き減少しました。
　　　次に，１５歳以上の就業者数を，産業３部門別にみますと，第１次産業，第２次
　　産業については,前回に続いて下回りましたが，第３次産業は，依然として上昇傾
向が続き，今回は６５．５％（構成比）と６割を超えました。

  　　また，従業上の地位からみますと，雇用者が就業者数に占める構成比は，８５．
　　４％と８割を超えています。
　　　最後に，人口の流入・流出について，通勤・通学人口をみますと，本市への流入
　　人口３７，６５８人のうち７割弱が県内から，約３割が県外からの流入，また同様
に流出人口３０，５０９人のうち,前回同様約７割が県内へ，約３割が県外への流
出となっています。

　　　この結果，７，１４９人が流入超過となり，昼夜間人口比率（常住人口１００人
　　あたりの昼間人口の割合）は，１０１．８（常住人口４１６，６９１人に対し，昼
間人口４２４，０９１人）となり，１９７５年の１０５．６から緩やかな低下傾向
が依然として続いています。
Ⅱ　労　働　力　状　態
１　労働力人口
　　　　　～労働力人口再び増加に転じる～
　２００５年１０月１日現在の１５歳以上人口３５５，２１６人のうち労働力人口（就業者と完全失業者を合わせた人口）は，２１４，５５５人（就業者２０２，４４８人，完全失業者１２，１０７人）で，２０００年と比べると，１７，１１７人（約８．７％）増加しています。
　一方，非労働力人口（家事従事者・通学者・高齢者等）は，１３４，４９３人で２０００年に比べ１６，５５６人（約１４．０％）増加しました。
　１９６０年以降の推移をみますと，労働力人口は一貫して増加傾向にありましたが，前回初めて減少し,今回再び増加いたしました。増加率を見ますと，高度経済成長期の１９６５年から１９７０年には，２３．５％と大幅に増加し，第１次石油ショックのあった１９７０年から１９７５年には，５．２％に止まりました。
  その後１９８５年から１９９０年には３．９％まで低下し，１９９０年から１９９５年には，第２次ベビーブーム世代の参入により７．１％と上昇を示しましたが，前回は０．９％減少に転じ,今回再び８．７％上昇しました。（表１）

               　　　　表１　労働力人口の推移

	（単位：人，％）
	
	
	
	
	
	
	

	　
	　
	1 5 歳 以 上 人 口
	　
	　

	年　次
	総  数
	労  働  力  人  口  
	非労働力
	労働力率
	完全失業率

	　
	　
	1)
	総  数
	就業者
	完全失業者
	人    口
	　
	　

	
	　
	実                数
	

	1960
	年
	157,885
	112,203
	111,569
	634
	45,672
	71.1 
	0.6 

	1965
	　
	179,334
	125,469
	124,020
	1,449
	53,842
	70.0 
	1.2 

	1970
	　
	217,946
	154,918
	153,292
	1,626
	63,027
	71.1 
	1.0 

	1975
	　
	244,276
	163,049
	159,996
	3,053
	81,227
	66.7 
	1.9 

	1980
	　
	256,864
	169,898
	165,680
	4,218
	86,566
	66.1 
	2.5 

	1985
	　
	274,755
	179,116
	173,425
	5,691
	95,108
	65.2 
	3.2 

	1990
	　
	291,857
	186,034
	180,580
	5,454
	105,023
	63.7 
	2.9 


	1995
	　
	309,735
	199,229
	190,612
	8,617
	109,248
	64.3 
	4.3 

	2000
	　
	318,774
	197,438
	187,835
	9,603
	117,937
	61.9 
	4.9 

	2005
	　
	355,216
	214,555
	202,448
	12,107
	134,493
	60.4 
	5.6 

	
	
	　
	
	
	
	
	
	

	神辺町（2005）
	34,723
	21,243
	20,207
	1,036
	12,973
	61.2 
	4.9 

	
	　
	増       加       率
	

	1965/1960
	13.6
	11.8
	11.2
	128.5
	17.9
	△ 1.1
	0.6

	1970/1965
	21.5
	23.5
	23.6
	12.2
	17.1
	1.1
	△ 0.1

	1975/1970
	12.1
	5.2
	4.4
	87.8
	28.9
	△ 4.3
	0.8

	1980/1975
	5.2
	4.2
	3.6
	38.2
	6.6
	△ 0.6
	0.6

	1985/1980
	7.0
	5.4
	4.7
	34.9
	9.9
	△ 1.0
	0.7

	1990/1985
	6.2
	3.9
	4.1
	△ 4.2
	10.4
	△ 1.4
	△ 0.2

	1995/1990
	6.1
	7.1
	5.6
	58.0
	4.0
	0.6
	1.4

	2000/1995
	2.9
	△ 0.9
	△ 1.5
	11.4
	8.0
	△ 2.4
	0.5

	2005/2000
	11.4
	8.7
	7.8
	26.1
	14.0
	△ 1.5
	0.8

	
	
	　
	
	
	
	
	
	

	神辺町　2005/2000
	0.8
	△ 0.1
	0.0
	△ 1.8
	0.3
	△ 0.6
	△ 0.1

	１）　労働力状態「不詳」を含みます。
	
	
	
	
	


２　男女別労働力人口
　　　　　～増加率は男子は再び上昇，女子は男子を上回る増加率～
　労働力人口を男女別にみますと，男子が１２３，７３２人（労働力率７３．０％），女子が９０，８２３人（同４８．９％）で，２０００年に比べ男子は８，６８０人（７．５％）増加し，女子は８，４３７人（１０．２％）増加しています。

　１９６０年以降の推移をみますと，男子は１９６５年から１９７０年には３０．３％と高い増加率を示しましたが，次の１９７０年から１９７５年には１１．７％に止まりました。
　その後，低い増加率が続き，１９９０年から１９９５年には再び７．５％と上昇しましたが，１９９５年から２０００年は初めての減少に転じ,２００５年には再び７．５％に上昇しました。
　同様に女子も１９６５年から１９７０年には高い増加率を示しましたが，１９７０年から１９７５年には男子とは異なり，初めて４．３％の減少に転じました。その後は，男子を上回った増加率で推移しています。（表３）
３　労働力率
　　　　　～労働力率は６０．４％に低下～
　労働力率（１５歳以上人口に占める労働力人口の割合）は６０．４％で，２０００年に比べ１．５ポイント低下しました。
　１９６０年以降の推移をみますと，労働力率は，１９７０年までは７０％台で推移していましたが，第１次石油ショック後の１９７５年には６６．７％に低下し，以後低下傾向が続き，１９９５年には一旦わずかながら上昇に転じましたが，２０００年以来,再び低下が続いております。
　また，男女別にみますと，男子は１９７０年の８７．６％をピークに低下傾向が続いていましたが，１９９５年にわずかに上昇したものの,２０００年以来再び低下し，前回を２ポイント下回り７３．０％になりました。
　一方，女子は，１９６０年から１９７０年までは５０％台で推移していましたが，１９７５年には５０％を割って４７．８％となり，その後は１９８５年に５０％台に戻ったものの,２０００年以来再び４０％台に減少しました。（表１，３）

４　完全失業率
　　　　　～依然として高い完全失業率～
　完全失業率（労働力人口に占める完全失業者の割合）は，５.６％で，２０００年に比べ０．７ポイント上昇しました。
　１９６０年以降の推移をみますと，１９７０年と１９９０年はわずかに低下していますが，１９６０年の０．６％を底に上昇傾向にあり，今回は，最も高い５．６％となりました。

　男女別にみますと，男子は１９６０年に１％を割った他は，１９６５年から１９９０年には１％～３％台で推移していましたが，２０００年には５．２％まで上昇し，今回は６．２％と２０００年を更に１．０ポイント上回りました。
　これに対し女子は，１９６５年までは１％を割り１９７０年以降は１～２％台で推移していましたが，男子と同様２０００年は４．３％まで上昇し，今回は４．８％と２０００年を０．５ポイント上回りました。完全失業率は，女子が男子を下回って推移しています。
　完全失業率を年齢階級別にみますと，男子では１５～１９歳が１５．9％，２０～２４歳が１１．６％,６０～６４歳が8．９％と高くなっています。２０００年に比べ，６０～６４歳と８５歳以上は，低下していますが，それ以外の年齢では上昇しており，特に２０～２４歳では，２．４ポイント上昇しています。
　また女子では，１５～１９歳が１４．４％，２０～２４歳が９．１％，２５～２９歳が７．１％と高くなっています。２０００年に比べ，１５～４９歳，６５～６９歳までの年齢が上昇しています。（表１，２，３，４，５，６）

	
	
	表２　　年齢（５歳階級）別，男女別完全失業率
	

	（単位：％）
	
	
	
	
	
	

	区分
	　
	　
	２００５年
	　
	　
	２０００年
	　

	
	　
	総　数
	男
	女
	総　数
	男
	女

	総数
	　
	5.6(4.9)
	6.2(5.8)
	4.8(3.6)
	4.9(5.0)
	5.2(5.7)
	4.3(4.0)

	15～19
	歳
	15.2(10.8)
	15.9(15.1)
	14.4(6.0)
	13.9(11.2)
	15.0(12.3)
	12.5(9.8)

	20～24
	　
	10.4(9.3)
	11.6(13.1)
	9.1(5.7)
	8.5(9.6)
	9.2(9.9)
	7.7(9.2)

	25～29
	　
	7.4(6.5)
	7.7(6.8)
	7.1(6.2)
	5.9(5.8)
	5.6(6.0)
	6.3(5.5)

	30～34
	　
	5.8(5.6)
	5.6(5.6)
	6.1(5.7)
	5.2(4.9)
	4.8(5.4)
	5.7(4.1)

	35～39
	　
	5.4(5.8)
	5.3(6.6)
	5.5(4.8)
	3.8(4.4)
	3.6(4.6)
	4.0(4.1)

	40～44
	　
	4.5(4.1)
	4.9(5.2)
	4.1(2.9)
	3.1(2.9)
	3.2(3.4)
	2.9(2.3)

	45～49
	　
	3.9(3.1)
	4.3(4.1)
	3.4(2.0)
	3.0(3.0)
	3.4(3.3)
	2.7(2.6)

	50～54
	　
	3.8(3.3)
	4.6(3.9)
	2.7(2.6)
	3.3(3.1)
	3.7(3.6)
	2.8(2.5)

	55～59
	　
	4.6(3.3)
	5.6(4.4)
	2.9(1.7)
	4.4(4.4)
	5.2(5.5)
	3.1(2.8)

	60～64
	　
	6.7(4.8)
	8.9(6.1)
	3.0(2.2)
	8.3(10.3)
	11.0(12.8)
	3.8(4.9)

	65～69
	
	5.1(4.4)
	6.9(5.8)
	2.2(1.4)
	4.9(4.7)
	6.5(6.7)
	2.0(1.1)

	70～74
	　
	3.0(3.6)
	4.3(5.4)
	1.0(0.6)
	2.8(2.1)
	3.7(2.7)
	1.1(0.8)

	75～79
	　
	2.0(0.8)
	2.5(1.1)
	1.3(-)
	2.1(0.9)
	2.4(1.4)
	1.6(-)

	80～84
	　
	2.2(-)
	2.0(-)
	2.5(-)
	2.0(3.2)
	1.4(3.6)
	3.0(2.6)

	85歳以上
	　
	2.5(-)
	2.1(-)
	3.1(-)
	5.6(8.6)
	4.8(5.0)
	6.9(13.3)

	労働力状態「不詳」を含みます。
	　
	　
	　
	　

	(　)は神辺町の数値です。
	
	
	
	
	


５　男女別・年齢階級別労働力率
　　　～男子の労働力率はほとんどの年齢階級で
２０００年を下回り,女子は６９歳まではわずかに上昇する～
　男女別・年齢階級別に労働力率をみますと，男子は２５～２９歳から５５～５９歳までの各年齢
階級が前回に続き,９０％台と高い逆Ｕ字型になっています。

　これに対し,女子は２５～２９歳の７３．２％と４５～４９歳の７６％を二つの山として,中間の３０～３４歳の６５．８％を谷とするなだらかなＭ字型となっています。
　２０００年と比べると男子ではほとんどの年齢階級で前回よりわずかに下回っています。女子では７０歳から低下しましたが,６９歳まではわずかながら上昇に転じております。(表７，図１)

　　　　　　　　　　
表７　年齢(５歳階級)別,男女別労働力率
	（単位：人，％）
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	

	区    分
	　
	　
	２００５年
	　
	　
	　
	　
	２０００年
	　
	　

	
	総数
	男
	女
	総数
	男
	女

	総    数
	60.4 
	(61.2) 
	73.0 
	(73.3) 
	48.9 
	(50.0) 
	61.9 
	(61.8) 
	75.0 
	(74.9) 
	49.8 
	(49.6) 

	15～19
	歳
	16.8 
	(15.1) 
	17.6 
	(15.0) 
	15.9 
	(15.3) 
	15.1 
	(14.2) 
	16.1 
	(15.2) 
	14.1 
	(13.2) 

	20～24
	　
	73.3 
	(79.2) 
	74.6 
	(80.2) 
	72.0 
	(78.4) 
	73.4 
	(76.9) 
	74.6 
	(79.5) 
	72.0 
	(74.3) 

	25～29
	　
	83.7 
	(84.4) 
	94.3 
	(94.1) 
	73.2 
	(75.1) 
	81.5 
	(84.1) 
	95.2 
	(95.3) 
	68.1 
	(72.7) 

	30～34
	　
	80.6 
	(84.1) 
	95.6 
	(95.5) 
	65.8 
	(72.2) 
	77.3 
	(80.2) 
	96.1 
	(95.7) 
	59.4 
	(65.0) 

	35～39
	　
	81.3 
	(86.2) 
	95.5 
	(96.3) 
	67.7 
	(76.2) 
	80.3 
	(83.9) 
	96.8 
	(97.1) 
	64.3 
	(70.7) 

	40～44
	　
	85.4 
	(88.3) 
	95.8 
	(96.7) 
	75.2 
	(79.9) 
	84.4 
	(86.7) 
	96.2 
	(97.5) 
	72.6 
	(76.7) 

	45～49
	　
	85.8 
	(87.0) 
	95.7 
	(96.1) 
	76.0 
	(78.7) 
	85.3 
	(85.3) 
	96.4 
	(97.1) 
	74.3 
	(74.2) 

	50～54
	　
	82.4 
	(82.7) 
	95.1 
	(96.1) 
	69.9 
	(70.2) 
	81.7 
	(81.5) 
	95.4 
	(96.2) 
	68.2 
	(67.2) 

	55～59
	　
	76.0 
	(75.2) 
	92.7 
	(92.7) 
	59.5 
	(58.2) 
	75.4 
	(73.9) 
	92.6 
	(94.6) 
	58.8 
	(54.5) 

	60～64
	　
	53.8 
	(52.6) 
	70.0 
	(71.5) 
	38.6 
	(34.6) 
	50.7 
	(48.6) 
	64.9 
	(63.9) 
	37.3 
	(32.2) 

	65～69
	　
	33.5 
	(35.7) 
	44.5 
	(47.5) 
	23.4 
	(23.5) 
	33.3 
	(33.1) 
	45.7 
	(43.9) 
	22.6 
	(23.1) 

	70～74
	　
	19.7 
	(23.1) 
	27.7 
	(31.3) 
	13.3 
	(16.0) 
	22.5 
	(22.2) 
	31.8 
	(34.3) 
	14.7 
	(12.5) 

	75～79
	　
	12.6 
	(14.9) 
	18.7 
	(23.6) 
	8.0 
	(8.4) 
	15.9 
	(15.7) 
	24.8 
	(25.8) 
	10.1 
	(9.3) 

	80～84
	　
	7.6 
	(10.1) 
	13.1 
	(19.7) 
	4.5 
	(4.7) 
	8.6 
	(10.8) 
	15.8 
	(17.0) 
	4.8 
	(7.0) 

	85歳以上
	　
	3.1 
	(3.7) 
	6.7 
	(7.9) 
	1.8 
	(2.2) 
	4.0 
	(4.3) 
	8.5 
	(8.5) 
	2.2 
	(2.6) 

	()は神辺町の数値です。
	
	
	
	　
	
	
	
	　
	　
	　

	
	　　　　図１　男女別，年齢（５歳階級）別労働力率
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６　高齢単身者
　高齢単身者数は１１，０１７人と６５歳以上人口の約１３．３％を占め,前回より１．５ポイント上昇いたしました。

　高齢単身者の労働力状態をみますと，労働力人口は１，５０６人で，労働力率は１３．７％となっています。また，非労働力人口は８，７６５人で，非労働力率（高齢単身者数に占める非労働人口の割合）は７９．６％となっています。（表４，８）

             　　
表８　高齢単身者の労働力状態

	（単位：人，％）
	
	
	
	
	
	
	
	

	　
	　
	高  齢  単  身  者  数
	　
	構        成        比

	区    分
	総  数
	労 働 力 人 口
	非労働力人口
	総  数
	労 働 力 人 口
	非労働力人口

	　
	　
	1)
	総数
	就業者
	完全失業者
	
	1)
	総数
	就業者
	完全失業者
	

	総    数
	11,017
	1,506
	1,419
	87
	8,765
	100.0
	13.7
	12.9
	0.8
	79.6

	 65～69
	歳
	2,763
	820
	754
	66
	1,717
	100.0
	29.7
	27.3
	2.4
	62.1

	 70～74
	2,819
	379
	364
	15
	2,236
	100.0
	13.4
	12.9
	0.5
	79.3

	 75～79
	2,452
	183
	182
	1
	2,128
	100.0
	7.5
	7.4
	0.0
	86.8

	 80～84
	1,832
	94
	90
	4
	1,620
	100.0
	5.1
	4.9
	0.2
	88.4

	 85歳以上
	1,151
	30
	29
	1
	1,064
	100.0
	2.6
	2.5
	0.1
	92.4

	男
	2,953
	579
	520
	59
	1,879
	100.0
	19.6
	17.6
	2.0
	63.6

	 65～69
	歳
	943
	317
	272
	45
	480
	100.0
	33.6
	28.8
	4.8
	50.9

	 70～74
	757
	149
	139
	10
	476
	100.0
	19.7
	18.4
	1.3
	62.9

	 75～79
	597
	66
	65
	1
	437
	100.0
	11.1
	10.9
	0.2
	73.2

	 80～84
	411
	34
	31
	3
	295
	100.0
	8.3
	7.5
	0.7
	71.8

	 85歳以上
	245
	13
	13
	-
	191
	100.0
	5.3
	5.3
	-
	78.0

	女
	8,064
	927
	899
	28
	6,886
	100.0
	11.5
	11.1
	0.3
	85.4

	 65～69
	歳
	1,820
	503
	482
	21
	1,237
	100.0
	27.6
	26.5
	1.2
	68.0

	 70～74
	2,062
	230
	225
	5
	1,760
	100.0
	11.2
	10.9
	0.2
	85.4

	 75～79
	1,855
	117
	117
	-
	1,691
	100.0
	6.3
	6.3
	-
	91.2

	 80～84
	1,421
	60
	59
	1
	1,325
	100.0
	4.2
	4.2
	0.1
	93.2

	 85歳以上
	906
	17
	16
	1
	873
	100.0
	1.9
	1.8
	0.1
	96.4

	1） 労働力状態「不詳」を含みます。

	
	
	　
	　
	　
	　
	　


(神辺町)
	　
	　
	高  齢  単  身  者  数
	　
	構        成        比

	区    分
	総  数
	労  働  力  人  口
	非労働力人口
	総 数
	労  働  力 人 口 
	非労働力人口

	　
	　
	1)
	総数
	就業者
	完全失業者
	
	1)
	総数
	就業者
	完全失業者
	

	総    数
	749
	109
	106
	3
	607
	100.0
	14.5
	14.1
	0.4
	81.0 

	 65～69
	歳
	161
	56
	54
	2
	102
	100.0
	34.8
	33.5
	1.2
	63.4 

	 70～74
	169
	21
	21
	(-)
	136
	100.0
	12.4
	12.4
	(-)
	80.5 

	 75～79
	205
	19
	18
	1
	170
	100.0
	9.2
	8.7
	0.5
	82.9 

	 80～84
	130
	10
	10
	(-)
	119
	100.0
	7.7
	7.6
	(-)
	91.5 

	 85歳以上
	84
	3
	3
	(-)
	80
	100.0
	3.6
	3.5
	(-)
	95.2 

	男
	185
	39
	38
	1
	124
	100.0
	21.0
	20.5
	0.5
	67.0 

	 65～69
	歳
	53
	17
	17
	(-)
	33
	100.0
	32.1
	32.0
	(-)
	62.3 

	 70～74
	42
	9
	9
	(-)
	24
	100.0
	21.4
	21.4
	(-)
	57.1 

	 75～79
	49
	10
	9
	1
	31
	100.0
	20.4
	18.3
	2.0
	63.3 

	 80～84
	22
	3
	3
	(-)
	18
	100.0
	13.6
	13.6
	(-)
	81.8 

	 85歳以上
	19
	(-)
	(-)
	(-)
	18
	100.0
	(-)
	(-)
	(-)
	94.7 

	女
	564
	70
	68
	2
	483
	100.0
	12.4
	12.0
	0.4
	85.6 

	 65～69
	歳
	108
	39
	37
	2
	69
	100.0
	36.1
	34.2
	1.9
	63.9 

	 70～74
	127
	12
	12
	(-)
	112
	100.0
	9.5
	9.4
	(-)
	88.2 

	 75～79
	156
	9
	9
	(-)
	139
	100.0
	5.8
	5.7
	(-)
	89.1 


	 80～84
	108
	7
	7
	(-)
	101
	100.0
	6.5
	6.5
	(-)
	93.5 

	 85歳以上
	65
	3
	3
	(-)
	62
	100.0
	4.6
	4.6
	(-)
	95.4 


１）労働力状態「不詳」を含みます。
Ⅲ　産業別就業者
１　産業３部門別就業者数　　　　　～第３次産業就業者数引き続き拡大～
  １５歳以上就業者数は２０２，４４８人で，これを産業３部門別にみますと，第１次産業就業者数は３，４０２人（１５歳以上就業者数の１．７％），第２次産業就業者数は６６，４５２人（同３２．８％），第３次産業就業者数は１３２，５９５人（同６５．５％）となっており，第３次産業の割合が一貫して拡大を続けています。
　２０００年と比べると，第１次産業が４９５人（１２．７％），第２次産業が１２０人（０．２％）減少しましたが，第３次産業は１７，３５２人（１５．１％）増加しています。

  次に，１９６５年以降の構成比の推移を見ますと，第１次産業就業者数は，１９６５年から一貫して減少しており，今回は１．７％になりました。第２次就業者数は，１９７０年までは，ほぼ一貫して拡大していましたが，１９７０年以降縮小傾向にあり１９９０年には，若干拡大したものの１９９５年には，再び縮小し，今回は３２．８％になりました。第３次産業就業者数は，一貫して拡大しており，前回より６０％を超え,今回は６５．５％になりました。（表９，図２）

表９　産業３部門別就業者数の推移
	（単位：人，％）
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	

	区   分
	産   業   別   就   業   者   数
	　
	　

	
	1965年
	1970年
	1975年
	1980年
	1985年
	1990年
	1995年
	2000年
	2005年

	
	　
	実                          数
	
	

	15歳以上就業者数1)
	124,020
	153,292
	159,996
	165,680
	173,425
	180,580
	190,612
	187,835
	202,448
	(20,207)

	
	第1次産業
	23,383
	18,640
	9,367
	7,523
	7,599
	5,217
	5,230
	3,897
	3,402
	(781)

	
	第2次産業
	53,430
	69,125
	71,157
	68,271
	69,416
	72,558
	73,217
	66,572
	66,452
	(7,523)

	
	第3次産業
	47,186
	65,427
	78,868
	89,806
	95,775
	102,161
	110,829
	115,243
	132,595
	(11,903)

	
	　
	構            成            比
	
	

	15歳以上就業者数
	100.0
	100.0
	100.0
	100.0
	100.0
	100.0
	100.0
	100.0
	100.0
	(100.0)

	
	第1次産業
	18.9
	12.2
	5.9
	4.5
	4.4
	2.9
	2.7
	2.1
	1.7
	(3.9)

	
	第2次産業
	43.1
	45.1
	44.5
	41.2
	40.0
	40.2
	38.4
	35.4
	32.8
	(37.2)

	
	第3次産業
	38.0
	42.7
	49.3
	54.2
	55.2
	56.6
	58.1
	61.4
	65.5
	(58.9)

	
	　
	増            加            率
	
	

	15歳以上就業者数
	
	23.6
	4.4
	3.6
	4.7
	4.1
	5.6
	△ 1.5
	7.8
	0.0

	
	第1次産業
	
	△ 20.3
	△ 49.7
	△ 19.7
	1.0
	△ 31.3
	0.2
	△ 25.5
	△ 12.7
	2.5

	
	第2次産業
	
	29.4
	2.9
	△ 4.1
	1.7
	4.5
	0.9
	△ 9.1
	△ 0.2
	△ 12.2

	　
	第3次産業
	
	38.7
	20.5
	13.9
	6.6
	6.7
	8.5
	4.0
	15.1
	9.4


図２　産業３部門別就業者構成比の推移
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２　産業大分類別就業者数　　　　　～産業大分類が細分化される～
　２００２年３月より産業大分類が細分化され,今までの１４区分が１９区分に変更になりました。これにより情報通信の高度化,サービス経済化の進展等社会の変化や国際標準産業分類へより適合する様になりました。
今回の調査で,１５歳以上就業者数をみますと，「製造業」が４７，９７８人（構成比２３．７％）と最も多く，次いで「卸売・小売業」が４０，１９０人（同１９．９％），「サービス業」が２４，４８７人（同１２．１％）の順となっています。（表１０－１，１０－２，図３－１，３－２）
表１０－１　産業大分類別就業者数

	
	2005年

	　
	　
	
	(神辺町)

	15歳以上就業者数
	202,448
	20,207

	Ａ
	農業    
	2,980
	770

	Ｂ
	林業    
	27
	7

	Ｃ 
	漁業    
	395
	4

	Ｄ 
	鉱業    
	19
	－

	Ｅ 
	建設業    
	18,455
	1,871

	Ｆ 
	製造業    
	47,978
	5,652

	Ｇ
	電気・ガス・熱供給・水道業 
	733
	54

	Ｈ
	情報通信業    
	2,534
	197

	Ｉ
	運輸業    
	11,030
	1,239

	Ｊ 
	卸売・小売業    
	40,190
	3,361

	Ｋ
	金融・保険業    
	4,006
	272

	Ｌ
	不動産業    
	1,635
	92

	Ｍ
	飲食店，宿泊業    
	9,137
	565

	Ｎ
	医療，福祉
	19,154
	1,875

	Ｏ
	教育，学習支援業
	8,475
	806

	Ｐ
	複合サービス事業
	2,013
	263

	Ｑ
	サービス業（他に分類されないもの）    
	24,487
	2,221

	Ｒ
	公務(他に分類されないもの)
	5,335
	528

	Ｓ
	分類不能の産業    
	3,865
	430

	
	
	構成比

	Ａ
	農業    
	1.5
	3.8

	Ｂ
	林業    
	0.0
	0.0

	Ｃ 
	漁業    
	0.2
	0.0

	Ｄ 
	鉱業    
	0.0
	－

	Ｅ 
	建設業    
	9.1
	9.3

	Ｆ 
	製造業    
	23.7
	28.0 

	Ｇ
	電気・ガス・熱供給・水道業 
	0.4
	0.3

	Ｈ
	情報通信業    
	1.3
	1.0

	Ｉ
	運輸業    
	5.4
	6.1

	Ｊ 
	卸売・小売業    
	19.9
	16.6

	Ｋ
	金融・保険業    
	2.0
	1.3

	Ｌ
	不動産業    
	0.8
	0.5

	Ｍ
	飲食店，宿泊業    
	4.5
	2.8

	Ｎ
	医療，福祉
	9.5
	9.3

	Ｏ
	教育，学習支援業
	4.2
	4.0

	Ｐ
	複合サービス事業
	1.0
	1.3

	Ｑ
	サービス業（他に分類されないもの）    
	12.1
	１1.0

	Ｒ
	公務(他に分類されないもの)
	2.6
	2.6

	Ｓ
	分類不能の産業    
	1.9
	2.1
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· 産業分類表の変更のため,今回は増加率の欄は省略いたします。

図３－１　上位６業種構成比
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（単位：人,％）

産業大分類別就業者数の推移

区分 １９７０年 １９７５年 １９８０年 １９８５年 １９９０年 １９９５年 ２０００年

実数

１５歳以上就業者数 153,292 159,996 165,680 173,425 180,580 190,612 187,835

Ａ

 農                      業

17,317 8,389 6,716 6,929 4,746 4,785 3,548

Ｂ

 林                      業

114 121 115 93 69 66 39

Ｃ

 漁                      業

1,209 857 692 577 402 379 310

Ｄ

 鉱                      業

121 114 67 59 66 42 43

Ｅ

 建         設          業

12,870 14,722 14,034 14,292 15,863 19,421 17,799

Ｆ

 製         造          業

56,134 56,321 54,170 55,065 56,629 53,754 48,730

Ｇ

 電気  ・ ガス ・水道業

831 904 977 918 901 930 842

Ｈ

 運     輸  ・  通 信 業

10,466 10,555 10,406 9,833 10,562 11,077 11,677

   Ｉ

 卸売・小売業, 飲食店  

28,241 34,075 39,337 41,045 41,961 45,255 45,981

Ｊ

 金  融   ・保   険   業

2,537 3,396 3,981 4,375 5,030 5,088 4,632

Ｋ

 不     動     産     業

468 717 878 946 1,201 1,254 1,422

Ｌ

 サ  ー   ビ   ス     業

20,002 25,564 30,385 34,566 38,098 42,335 46,094

Ｍ

 公務

（他に分類されないもの）

2,882 3,657 3,842 4,092 4,408 4,890 4,595

構成比

１５歳以上就業者数 100.0 100.0 100.0 100.0 100.0 100.0 100.0

Ａ

 農                      業

11.3 5.2 4.1 4.0 2.6 2.5 1.9

Ｂ

 林                      業

0.1 0.1 0.1 0.1 0.0 0.0 0.0

Ｃ

 漁                      業

0.8 0.5 0.4 0.3 0.2 0.2 0.2

Ｄ

 鉱                      業

0.1 0.1 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0

Ｅ

 建         設          業

8.4 9.2 8.5 8.2 8.8 10.2 9.5

Ｆ

 製         造          業

36.6 35.2 32.7 31.8 31.4 28.2 25.9

Ｇ

 電気  ・ ガス ・水道業

0.5 0.6 0.6 0.5 0.5 0.5 0.4

Ｈ

 運     輸  ・  通 信 業

6.8 6.6 6.3 5.7 5.8 5.8 6.2

   Ｉ

 卸売・小売業, 飲食店  

18.4 21.3 23.7 23.7 23.2 23.7 24.5

Ｊ

 金  融   ・保   険   業

1.7 2.1 2.4 2.5 2.8 2.7 2.5

Ｋ

 不     動     産     業

0.3 0.4 0.5 0.5 0.7 0.7 0.8

Ｌ

 サ  ー   ビ   ス     業

13.0 16.0 18.3 19.9 21.1 22.2 24.5

Ｍ

 公務

（他に分類されないもの）

1.9 2.3 2.3 2.4 2.4 2.6 2.4

増加率

１５歳以上就業者数 4.4 3.6 4.7 4.1 5.6 △ 1.5

Ａ

 農                      業

△ 51.6 △ 19.9 3.2 △ 31.5 0.8 △ 25.9

Ｂ

 林                      業

6.1 △ 5.0 △ 19.1 △ 25.8 △ 4.3 △ 40.9

Ｃ

 漁                      業

△ 29.1 △ 19.3 △ 16.6 △ 30.3 △ 5.7 △ 18.2

Ｄ

 鉱                      業

△ 5.8 △ 41.2 △ 11.9 11.9 △ 36.4 2.4

Ｅ

 建         設          業

14.4 △ 4.7 1.8 11.0 22.4 △ 8.4

Ｆ

 製         造          業

0.3 △ 3.8 1.7 2.8 △ 5.1 △ 9.3

Ｇ

 電気  ・ ガス ・水道業

8.8 8.1 △ 6.0 △ 1.9 3.2 △ 9.5

Ｈ

 運     輸  ・  通 信 業

0.9 △ 1.4 △ 5.5 7.4 4.9 5.4

   Ｉ

 卸売・小売業, 飲食店  

20.7 15.4 4.3 2.2 7.9 1.6

Ｊ

 金  融   ・保   険   業

33.9 17.2 9.9 15.0 1.2 △ 9.0

Ｋ

 不     動     産     業

53.2 22.5 7.7 27.0 4.4 13.4

Ｌ

 サ  ー   ビ   ス     業

27.8 18.9 13.8 10.2 11.1 8.9

Ｍ

 公務

（他に分類されないもの）

26.9 5.1 6.5 7.7 10.9 △ 6.0
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　３　年齢階級別就業者数(産業大分類別)
～２５～６９歳の各年齢階級において,製造業が構成比のトップを占める～
　産業大分類別従業者数を男女別，年齢階級別をみますと，男女とも「農業」は７０～７４歳，「建設業」は５５～５９歳，「医療・福祉」は２５～２９歳の年齢階級が最も多くなっています。

また，「農業」，「建設業」，「製造業」は全ての年齢階級で男子が女子を上回っていますが，「飲食業・宿泊業」はすべての年齢階級で，「医療・福祉」は１５～６９歳の年齢階級で女子が男子を上回っています。（図４，表１１，１２，１３）
図４　年齢階級別就業者数
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Ⅳ　就業者の従業上の地位　　　
～雇用者の比率拡大～
　１５歳以上の就業者数を従業上の地位別にみますと，雇用者が１７２，９７１人（構成比８５．４％），自営業者が２１，１３５人（同１０．４％），家族従業者が８，３２４人（同４．１％）となっており，２０００年と比べると，雇用者が１５，０１２人（９．５％）と大幅に増加したのに対し，自営業者が２１０人（０．１％），家族従業者が１８５人（２．２％）それぞれ,減少いたしました。
　１９６５年以降の構成比の推移をみますと，雇用者比率（１５歳以上就業者数に占める雇用者の割合）は一貫して拡大しており，今回８５．４％と２０００年を１．３ポイント上回りました。
　一方で，自営業者は１９８０年を除き，ゆるやかな縮小傾向を示し，家族従業者も一貫して縮小傾向が続いています。（表１４,図５）

表１４　従業上の地位別就業者数の推移

	（単位：人，％）
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	

	区　　分
	従  業  上  の  地  位  別  就  業  者  数

	
	1965年
	1970年
	1975年
	1980年
	1985年
	1990年
	1995年
	2000年
	2005年
	神辺町

	
	　
	実                          数
	

	15歳以上就業者数 1)
	124,020
	153,292
	159,996
	165,680
	173,425
	180,580
	190,612
	187,835
	202,448
	20,207

	
	雇用者
	76,403
	104,522
	118,615
	124,331
	133,081
	144,395
	156,793
	157,959
	172,971
	17,217

	
	自営業主
	26,247
	29,465
	26,833
	28,237
	28,022
	25,592
	23,570
	21,345
	21,135
	2,134

	
	家族従業者
	21,254
	19,305
	14,304
	13,094
	12,305
	10,579
	10,215
	8,509
	8,324
	851

	
	　
	　　　　構            成            比
	
	

	15歳以上就業者数
	100.0
	100.0
	100.0
	100.0
	100.0
	100.0
	100.0
	100.0
	100.0
	100.0

	
	雇用者
	61.6
	68.2
	74.1
	75.0
	76.7
	80.0
	82.3
	84.1
	85.4
	85.2

	
	自営業主
	21.2
	19.2
	16.8
	17.0
	16.2
	14.2
	12.4
	11.4
	10.4
	10.6

	
	家族従業者
	17.1
	12.6
	8.9
	7.9
	7.1
	5.9
	5.4
	4.5
	4.1
	4.2

	
	　
	　　　　増            加            率
	
	

	15歳以上就業者数
	11.2
	23.6
	4.4
	3.6
	4.7
	4.1
	5.6
	△1.5
	7.8
	

	
	雇用者
	30.2
	36.8
	13.5
	4.8
	7.0
	8.5
	8.6
	0.7
	9.5
	

	
	自営業主
	△5.9
	12.3
	△8.9
	5.2
	△0.8
	△8.7
	△7.9
	△9.4
	△1.0
	

	　
	家族従業者
	△14.9
	△9.2
	△25.9
	△8.5
	△6.0
	△14.0
	△3.4
	△16.7
	△2.2
	　

	１）　従業上の地位「不詳」を含みます。
	
	
	
	
	
	
	


図５　従業上の地位別構成比の推移
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Ⅴ　通勤・通学者数
１　常住地による通勤・通学者数
　　　福山市に住む１５歳以上の通勤・通学者数は２０２，０６３人で，このうち従業地又は通学地が市内の者は１７１，５５４人（構成比８４．９％），県内他市区町村の者は２１，３４６人（同１０．６％），他県の者は９，１６３人（同４．５％）となっています。通勤・通学者は２０００年は減少したものの，今回,１４，２００人（７．６％）と増加いたしました。内訳をみますと，自市区町村への通勤・通学者が１１，１１４人（６．９％）増加しています。（表１５）

　　　　　　　　　表１５　常住地による就業者・通学者の推移

(単位：人,％)

	区　分
	就業者・通学者数
	構成比
	増加率

	
	1990年
	1995年
	2000年
	2005年
	神辺町
	1990年
	1995年
	2000年
	2005年
	神辺町
	1995　/1990
	2000　/1995
	　2005　　　/2000

	就業者･通学者
	208,238
	216,555
	210,626
	223,146
	24,016
	100.0
	100.0
	100.0
	100.0
	100.0
	4.0
	△ 2.7
	5.9

	
	自宅
	31,702
	24,777
	22,763
	 21,083
	 2,141
	15.2
	11.4
	10.8
	9.4
	8.9
	△ 21.8
	△ 8.1
	△ 7.4

	
	通勤･通学者
	176,536
	191,778
	187,863
	202,063
	22,019
	84.8
	88.6
	89.2
	90.6
	91.7
	8.6
	△ 2.0
	7.6

	
	
	自市区町村
	153,789
	165,717
	160,440
	171,554
	9,877
	73.9
	76.5
	76.2
	76.9
	41.1
	7.8
	△ 3.2
	6.9

	
	
	他市区町村
	22,747
	26,061
	27,423
	30,509
	12,142
	10.9
	12.0
	13.0
	13.7
	50.6
	14.6
	5.2
	11.3

	
	
	
	県内
	16,190
	18,118
	19,347
	21,346
	10,545
	7.8
	8.4
	9.2
	9.6
	43.9
	11.9
	6.8
	10.3

	
	
	
	他県
	6,557
	7,943
	8,076
	9,163
	1,597
	3.1
	3.7
	3.8
	4.1
	6.6
	21.1
	1.7
	13.5

	
	就業者
	180,580
	190,612
	187,835
	202,448
	22,348
	100.0
	100.0
	100.0
	100.0
	100.0
	5.6
	△ 1.5
	7.8

	
	
	自宅
	31,702
	24,777
	22,763
	21,083
	2,141
	17.6
	13.0
	12.1
	10.4
	9.6
	△ 21.8
	△ 8.1
	△ 7.4

	
	
	通勤者
	148,878
	165,835
	165,072
	181,365
	20,207
	82.4
	87.0
	87.9
	89.6
	90.4
	11.4
	△ 0.5
	9.9

	
	
	
	自市区町村
	131,637
	144,899
	141,417
	154,549
	9,185
	72.9
	76.0
	75.3
	76.3
	41.1
	10.1
	△ 2.4
	9.3

	
	
	
	他市区町村
	17,241
	20,936
	23,655
	26,816
	11,022
	9.5
	11.0
	12.6
	13.2
	49.3
	21.4
	13.0
	13.4

	
	
	
	
	県内
	13,137
	15,801
	17,603
	19,710
	9,634
	7.3
	8.3
	9.4
	9.7
	43.1
	20.3
	11.4
	12.0

	
	
	
	
	他県
	4,104
	5,135
	6,052
	7,106
	1,388
	2.3
	2.7
	3.2
	3.5
	6.2
	25.1
	17.9
	17.4

	
	通学者
	27,658
	25,943
	22,791
	20,698
	1,812
	100.0
	100.0
	100.0
	100.0
	100.0
	△ 6.2
	△ 12.1
	△ 9.2

	
	
	
	自市区町村
	22,152
	20,818
	19,023
	17,005
	692
	80.1
	80.2
	83.5
	82.2
	38.2
	△ 6.0
	△ 8.6
	△ 10.6

	
	
	
	他市区町村
	5,506
	5,125
	3,768
	3,693
	1,120
	19.9
	19.8
	16.5
	17.8
	61.8
	△ 6.9
	△ 26.5
	△ 2.0

	
	
	
	
	県内
	3,053
	2,317
	1,744
	1,636
	911
	11.0
	8.9
	7.7
	7.9
	4.4
	△ 24.1
	△ 24.7
	△ 6.2

	　
	　
	　
	　
	他県
	2,453
	2,808
	2,024
	2,057
	209
	8.9
	10.8
	8.9
	9.9
	15.0
	14.5
	△ 27.9
	1.6


２　従業地・通学地による通勤・通学者数
　福山市を従業地・通学地とする１５歳以上の通勤・通学者は２０９，２１２人で，このうち市内の者は１７１，５５４人（構成比８２．０％），県内他市区町村の者は２５，４４８人（同１２．２％），他県の者は１２，２１０人（同５．８％）となっています。２０００年と比べると県内他市町村の者を除き，増加いたしました。（表１６）

　　　　　　　表１６　従業地による就業者・通学者の推移

	（単位：人，％）
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	

	区　　分
	就業者・通学者数
	構成比
	増加率

	
	1990年
	1995年
	2000年
	2005年
	神辺町
	1990年
	1995年
	2000年
	2005年
	神辺町
	1995 /1990
	2000 /1995
	2005 /2000

	
	
	
	
	
	　
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	　

	就業者･通学者
	223,926
	232,322
	223,628
	230,295
	19,107
	100.0
	100.0
	100.0
	100.0
	100.0
	3.7
	△ 3.7
	3.0

	
	自宅
	31,702
	24,777
	22,763
	21,083
	2,141
	14.2
	10.7
	10.2
	9.2
	11.2
	△ 21.8
	△ 8.1
	△ 7.4

	
	通勤･通学者
	192,224
	207,545
	200,865
	209,212
	16,966
	85.8
	89.3
	89.8
	90.8
	88.8
	8.0
	△ 3.2
	4.2

	
	
	自市区町村
	153,789
	165,717
	160,440
	171,554
	9,877
	68.7
	71.3
	71.7
	74.5
	51.7
	7.8
	△ 3.2
	6.9

	
	
	他市区町村
	38,435
	41,828
	40,425
	37,658
	7,089
	17.2
	18.0
	18.1
	16.4
	37.1
	8.8
	△ 3.4
	△ 6.8

	
	
	
	県内
	26,881
	29,079
	28,764
	25,448
	6,212
	12.0
	12.5
	12.9
	11.1
	32.5
	8.2
	△ 1.1
	△ 11.5

	
	
	
	他県
	11,554
	12,749
	11,661
	12,210
	877
	5.2
	5.5
	5.2
	5.3
	4.6
	10.3
	△ 8.5
	4.7

	
	就業者
	196,312
	205,640
	199,921
	209,557
	17,899
	100.0
	100.0
	100.0
	100.0
	100.0
	4.8
	△ 2.8
	4.8

	
	
	自宅
	31,702
	24,777
	22,763
	21,083
	2,141
	16.1
	12.0
	11.4
	10.1
	12.0
	△ 21.8
	△ 8.1
	△ 7.4

	
	
	通勤者
	164,610
	180,863
	177,158
	188,474
	15,758
	83.9
	88.0
	88.6
	89.9
	88.0
	9.9
	△ 2.0
	6.4

	
	
	
	自市区町村
	131,637
	144,899
	141,417
	154,549
	9,185
	67.1
	70.5
	70.7
	73.8
	51.3
	10.1
	△ 2.4
	9.3

	
	
	
	他市区町村
	32,973
	35,964
	35,741
	33,925
	6,573
	16.8
	17.5
	17.9
	16.2
	36.7
	9.1
	△ 0.6
	△ 5.1

	
	
	
	
	県内
	22,446
	24,530
	25,032
	22,675
	5,704
	11.4
	11.9
	12.5
	10.8
	31.9
	9.3
	2.0
	△ 9.4

	
	
	
	
	他県
	10,527
	11,434
	10,709
	11,250
	869
	5.4
	5.6
	5.4
	5.4
	4.9
	8.6
	△ 6.3
	5.1

	
	通学者
	27,614
	26,682
	23,707
	20,738
	1,208
	100.0
	100.0
	100.0
	100.0
	100.0
	△ 3.4
	△ 11.1
	△ 12.5

	
	
	
	自市区町村
	22,152
	20,818
	19,023
	17,005
	692
	80.2
	78.0
	80.2
	82.0
	57.3
	△ 6.0
	△ 8.6
	△ 10.6

	
	
	
	他市区町村
	5,462
	5,864
	4,684
	3,733
	516
	19.8
	22.0
	19.8
	18.0
	42.8
	7.4
	△ 20.1
	△ 20.3

	
	
	
	
	県内
	4,435
	4,549
	3,732
	2,773
	508
	16.1
	17.0
	15.7
	13.4
	42.1
	2.6
	△ 18.0
	△ 25.7

	　
	　
	　
	　
	他県
	1,027
	1,315
	952
	960
	8
	3.7
	4.9
	4.0
	4.6
	0.1
	28.0
	△ 27.6
	0.8


Ⅵ　流入・流出人口
１　概　況

　市外から福山市への流入人口と福山市から市外への流出人口をみますと，流入人口は３７，６５８人（うち就業者３３，９２５人,通学者３，７３３人）で流出人口は３０，５０９人（うち就業者２６，８１６人，通学者３，６９３人）となっています。

　この結果，今回の流入超過人口は７，１４９人で２０００年に比べ５，８５３人（４５．０％）の減少となりました。この内訳を就業者・通学者別にみますと，今回就業者は７，１０９人，通学者は４０人とそれぞれ流入超過人口となっています。１９８５年以降では１９８５年，１９９０年の通学者がわずかに流出超過したのを除いては，流入超過傾向にあります。（表１５，１６，１７，１８，１９，２０，２１，２２）
２　福山市への流入人口

　１５歳以上就業者及び通学者のうち，市外からの流入人口は，３７，６５８人で，２０００年と比べて２，７６７人（６．８％）の減少となっています。
　これを就業者についてみますと，３３，９２５人で，２０００年と比べて１，８１６人（５．１％）減少しています。市区町村別で，県内では，神辺町の８，７５７人が最も多く，次いで尾道市６，５９２人，府中市４，０７３人，三原市１，２７４人，広島市６９４人の順となっています。また，県外では，笠岡市が４，７５３人で最も多く，次いで井原市２，２７５人，倉敷市１，０４２人の順となっています。
　次に，通学者についてみますと，流入人口は３，７３３人で，２０００年と比べて９５１人（２０．３％）減少しています。市区町村別で，県内では，やはり神辺町の７７５人が最も多く，次いで尾道市７３９人，府中市５７６人，三原市３３９人,東広島市６０人の順となっています。また，県外では，笠岡市２１４人,倉敷市１９４人，井原市１５５人の順となっています。（表１６，１７，１８，１９）
表１７　流入人口上位２０市町村（総数）の推移
	区　分
	総            数
	備　　考
	増加率
	増加数
	寄与率

	
	1980年
	1985年
	1990年
	1995年
	2000年
	2005年
	（2005年）
	2005/2000
	2000～2005
	2005年

	福山市への流入人口 1)
	32,939 
	34,333 
	38,435 
	41,828 
	40,425 
	37,658 
	7,089 
	内海町・新市町・沼隈町編入
	△ 6.8
	△ 2767
	100.0

	
	
	
	
	
	
	(神辺町)
	
	
	

	1 
	神辺町
	8,238 
	8,664 
	9,635 
	10,265 
	9,853 
	9,532 
	-
	
	△ 3.3
	△ 321
	11.6

	2 
	尾道市
	4,391 
	4,538 
	5,339 
	5,683 
	5,723 
	7,331 
	126 
	向島町・御調町編入
	28.1
	1608
	△ 58.1

	3 
	笠岡市
	5,161 
	4,859 
	4,935 
	5,504 
	5,008 
	4,967 
	156 
	
	△ 0.8
	△ 41
	1.5

	4 
	府中市
	2,160 
	2,447 
	2,826 
	2,964 
	3,043 
	4,649 
	464 
	上下町編入
	52.8
	1606
	△ 58.0

	5 
	井原市
	2,121 
	2,075 
	2,084 
	2,161 
	2,013 
	2,430 
	601 
	芳井町・美星町編入
	20.7
	417
	△ 15.1

	6 
	三原市
	1,084 
	1,205 
	1,400 
	1,680 
	1,493 
	1,613 
	18 
	三原市・本郷町・久井町・大和町新設
	8.0
	120
	△ 4.3

	7 
	倉敷市
	628 
	721 
	908 
	1,070 
	1,058 
	1,236 
	26 
	船穂町・真備町編入
	16.8
	178
	△ 6.4

	8 
	広島市
	196 
	283 
	393 
	600 
	736 
	749 
	12 
	湯来町編入
	1.8
	13
	△ 0.5

	9 
	岡山市
	324 
	356 
	509 
	632 
	642 
	710 
	9 
	御津町・灘崎町編入
	10.6
	68
	△ 2.5

	10 
	鴨方町
	740 
	715 
	723 
	698 
	606 
	565 
	22 
	
	△ 6.8
	△ 41
	1.5

	11 
	里庄町
	555 
	618 
	607 
	629 
	536 
	547 
	5 
	
	2.1
	11
	△ 0.4

	12 
	神石高原町
	-
	-
	-
	-
	-
	436 
	88 
	油木町・神石町・豊松村・三和新設
	-
	-
	-

	13 
	東広島市
	57 
	75 
	110 
	180 
	219 
	274 
	7 
	黒瀬町・福富町・豊栄町・河内町・安芸津町編入
	25.1
	55
	△ 2.0

	14 
	矢掛町
	215 
	182 
	154 
	193 
	163 
	227 
	16 
	
	39.3
	64
	△ 2.3

	15 
	因島市
	65 
	84 
	156 
	170 
	142 
	224 
	4 
	
	57.7
	82
	△ 3.0

	16 
	寄島町
	326 
	290 
	248 
	252 
	206 
	181 
	4 
	
	△ 12.1
	△ 25
	0.9

	17 
	世羅町
	-
	-
	-
	-
	-
	171 
	5 
	甲山町・世羅町・世羅西町新設
	-
	-
	-

	18 
	金光町
	180 
	198 
	178 
	180 
	161 
	171 
	6 
	
	6.2
	10
	△ 0.4

	19 
	竹原市
	116 
	131 
	126 
	135 
	102 
	113 
	-
	
	10.8
	11
	△ 0.4

	20 
	総社市
	23 
	28 
	52 
	76 
	62 
	104 
	-
	総社市・山手村・清音村新設
	67.7
	42
	△ 1.5


表１８　流入人口上位２０市町村（就業者）の推移

（単位：人，％）

	区　分
	15歳以上就業者
	増加率
	増加数
	寄与率

	
	1980年
	1985年
	1990年
	1995年
	2000年
	2005年
	2005/2000
	2000～2005
	2005年

	福山市への流入人口 1)
	28,911
	30,259
	32,973
	35,964
	35,741
	33,925
	6,573
	△ 5.1
	△ 1816
	100.0

	
	
	
	
	
	
	
	(神辺町)
	
	

	1
	神辺町
	7,492
	8,028
	8,659
	9,312
	9,002
	8,757
	-
	△ 2.7
	△ 245
	0.1

	2
	尾道市
	3,712
	3,873
	4,471
	4,888
	5,062
	6,592
	114
	30.2
	1530
	△ 0.8

	3
	笠岡市
	5,005
	4,696
	4,708
	5,297
	4,857
	4,753
	154
	△ 2.1
	△ 104
	0.1

	4
	府中市
	1,671
	1,866
	2,160
	2,409
	2,584
	4,073
	390
	57.6
	1489
	△ 0.8

	5
	井原市
	2,024
	1,965
	1,946
	2,025
	1,911
	2,275
	598
	19.0
	364
	△ 0.2

	6
	三原市
	848
	911
	997
	1,121
	1,142
	1,274
	18
	11.6
	132
	△ 0.1

	7
	倉敷市
	448
	508
	660
	711
	808
	1,042
	25
	29.0
	234
	△ 0.1

	8
	広島市
	161
	217
	307
	466
	602
	694
	10
	15.3
	92
	△ 0.1

	9
	岡山市
	250
	291
	372
	457
	488
	592
	9
	21.3
	104
	△ 0.1

	10
	鴨方町
	687
	673
	677
	639
	572
	530
	22
	△ 7.3
	△ 42
	0.0

	11
	里庄町
	533
	601
	578
	594
	513
	511
	5
	△ 0.4
	△ 2
	0.0

	12
	神石高原町
	-
	-
	-
	-
	-
	387
	71
	-
	-
	-

	13
	東広島市
	31
	43
	65
	87
	156
	214
	6
	37.2
	58
	△ 0.0

	14
	矢掛町
	169
	147
	177
	162
	150
	207
	15
	38.0
	57
	△ 0.0

	15
	因島市
	19
	44
	115
	121
	118
	173
	1
	46.6
	55
	△ 0.0

	16
	寄島町
	311
	279
	237
	236
	195
	161
	4
	△ 17.4
	△ 34
	0.0

	17
	金光町
	152
	175
	159
	164
	144
	158
	6
	9.7
	14
	△ 0.0

	18
	世羅町
	-
	-
	-
	-
	-
	145
	4
	-
	-
	-

	19
	総社市
	21
	23
	26
	48
	46
	86
	-
	87.0
	40
	△ 0.0

	20
	竹原市
	58
	65
	49
	62
	41
	68
	-
	65.9
	27
	△ 0.0


１）他の市区町村を含みます。

表１９　流入人口上位２０市町村（通学者）の推移

（単位：人，％）

	区　分
	15歳以上通学者
	増加率
	増加数
	寄与率

	
	1980年
	1985年
	1990年
	1995年
	2000年
	2005年
	2005/2000
	2000～2005
	2005年

	福山市への流入人口 1)
	4,028
	4,074
	5,462
	5,864
	4,684
	3,733
	516
	△ 20.3
	△ 951
	100.0

	
	
	
	
	
	
	
	(神辺町)
	
	

	1
	神辺町
	746
	636
	976
	953
	851
	775
	-
	△ 8.9
	△ 76
	8.0

	2
	尾道市
	679
	665
	868
	795
	661
	739
	12
	11.8
	78
	△ 8.2

	3
	府中市
	489
	581
	666
	555
	459
	576
	74
	25.5
	117
	△12.3

	4
	三原市
	236
	294
	403
	559
	351
	339
	-
	△ 3.4
	△ 12
	1.3

	5
	笠岡市
	156
	168
	227
	207
	151
	214
	2
	41.7
	63
	△ 6.6

	6
	倉敷市
	180
	213
	248
	359
	250
	194
	1
	△ 22.4
	△ 56
	5.9

	7
	井原市
	97
	110
	138
	136
	102
	155
	3
	52.0
	53
	△ 5.6

	8
	岡山市
	74
	65
	137
	175
	154
	118
	-
	△ 23.4
	△ 36
	3.8

	9
	東広島市 
	26
	32
	45
	93
	63
	60
	1
	△ 4.8
	△ 3
	0.3

	10
	広島市
	35
	66
	86
	134
	134
	55
	2
	△ 59.0
	△ 79
	8.3

	11
	因島市
	46
	40
	41
	49
	24
	51
	3
	112.5
	27
	△ 2.8

	12
	神石高原町
	-
	-
	-
	-
	-
	49
	17
	-
	-
	-

	13
	竹原市
	58
	66
	77
	73
	61
	45
	-
	△ 26.2
	△ 16
	1.7

	14
	里庄町
	22
	17
	29
	35
	23
	36
	-
	56.5
	13
	△ 1.4

	15
	鴨方町
	53
	42
	46
	59
	34
	35
	-
	2.9
	1
	△ 0.1

	16
	世羅町
	-
	-
	-
	-
	-
	26
	1
	-
	-
	-

	17
	寄島町
	15
	11
	11
	16
	11
	20
	-
	81.8
	9
	△ 0.9

	18
	矢掛町
	13
	7
	16
	17
	13
	20
	1
	53.8
	7
	△ 0.7

	19
	総社市
	2
	5
	26
	28
	16
	18
	-
	12.5
	2
	△ 0.2

	20
	三次市
	7
	1
	-
	7
	8
	14
	-
	75.0
	6
	△ 0.6


１）他の市区町村を含みます。

３　福山市からの流出人口
　１５歳以上就業者及び通学者のうち，市外への流出人口は，３０，５０９人で，２０００年と比べて３,０８６人（１１．３％）の増加となっています。
　これを就業者についてみますと，２６，８１６人で，２０００年と比べて３，１６１人（１３．４％）増加しています。市区町村別で，県内では，尾道市の５，８８０人が最も多く，次いで府中市５，４２４人，神辺町５，０８０人,三原市１，３２１人，広島市９１９人の順となっています。また，県外では，笠岡市が２，８５７人で最も多く，次いで井原市１，２１２人，岡山市８２１人の順となっています。
　次に，通学者についてみますと，流出人口は３，６９３人で，２０００年と比べて，７５人（２．０％）減少しています。市区町村別で，県内では，府中市の４９１人が最も多く，次いで神辺町３９８人，尾道市３１７人，広島市１８８人,三原市１０６人の順となっています。また，県外では，岡山市６０４人，倉敷市３９７人，金光町２４６人の順となっています。（表２０，２１，２２）
表２０　流出人口上位２０市町村（総数）の推移

（単位：人，％）

	区　分
	総         数
	増加率
	増加数
	寄与率

	
	1980年
	1985年
	1990年
	1995年
	2000年
	2005年
	2005/2000
	2000～2005
	2005年

	福山市からの流出人口 1)
	15,575
	18,793
	22,747
	26,061
	27,423
	30,509
	12,142
	11.3
	3,086
	100.0

	
	
	
	
	
	
	
	(神辺町)
	
	

	1
	尾道市
	2,751
	3,110
	3,185
	4,014
	4,595
	 6,197
	 143
	34.9
	1,602
	51.9

	2
	府中市
	2,998
	3,548
	4,015
	3,956
	3,873
	 5,915
	 599
	52.7
	2,042
	66.2

	3
	神辺町
	1,667
	2,269
	2,910
	3,648
	4,142
	 5,478
	-
	32.3
	1,336
	43.3

	4
	笠岡市
	944
	1,553
	2,186
	2,441
	2,692
	 2,994
	 271
	11.2
	302
	9.8

	5
	三原市
	1,053
	1,036
	1,210
	1,033
	1,118
	 1,427
	 54
	27.6
	309
	10.0

	6
	岡山市
	870
	862
	1,168
	1,447
	1,393
	 1,425
	 119
	2.3
	32
	1.0

	7
	井原市
	306
	389
	544
	715
	849
	 1,252
	 931
	47.5
	403
	13.1

	8
	広島市
	205
	358
	461
	812
	910
	 1,107
	 93
	21.6
	197
	6.4

	9
	倉敷市
	526
	618
	1,080
	1,284
	1,086
	 1,098
	 113
	1.1
	12
	0.4

	10
	鴨方町
	151
	216
	239
	3,777
	292
	 343
	 24
	17.5
	51
	1.7

	11
	里庄町
	62
	101
	163
	191
	273
	 306
	 32
	12.1
	33
	1.1

	12
	神石高原町
	-
	-
	-
	-
	-
	 295
	 99
	-
	-
	-

	13
	金光町
	317
	317
	421
	413
	333
	 276
	 11
	△ 17.1
	△ 57
	△ 1.8

	14
	東広島市
	31
	37
	112
	139
	170
	229
	21
	34.7
	59
	1.9

	15
	因島市
	33
	26
	45
	88
	87
	 149
	-
	71.3
	62
	2.0

	16
	世羅町
	-
	-
	-
	-
	-
	 132
	-
	-
	-
	-

	17
	矢掛町
	23
	28
	34
	40
	65
	 81
	 27
	24.6
	16
	0.5

	18
	三次市
	14
	17
	23
	33
	49
	 79
	-
	61.2
	30
	1.0

	19
	高梁市
	-
	11
	26
	43
	38
	 77
	 10
	102.6
	39
	1.3

	20
	庄原市
	-
	12
	10
	19
	32
	 65
	 12
	103.1
	33
	1.1


１）他の市区町村を含みます。

表２１　流出人口上位２０市町村（就業者）の推移

（単位：人，％）

	区　分
	１５歳以上就業者
	増加率
	増加数
	寄与率

	
	1980年
	1985年
	1990年
	1995年
	2000年
	2005年
	2005/2000
	2000～2005
	2005年

	福山市からの流出人口 1)
	12,079
	14,716
	17,241
	20,936
	23,655
	26,816
	11,022
	13.4
	3,161
	100.0

	
	
	
	
	
	
	
	(神辺町)
	
	

	1
	尾道市
	2,367
	2,632
	2,731
	3,595
	4,314
	 5,880
	 137
	36.3
	1,566
	49.5

	2
	府中市
	2,614
	3,074
	3,345
	3,480
	3,436
	 5,424
	 474
	57.9
	1,988
	62.9

	3
	神辺町
	1,282
	1,753
	2,220
	3,116
	3,755
	 5,080
	-
	35.3
	1,325
	41.9

	4
	笠岡市
	711
	1,306
	1,861
	2,237
	2,534
	 2,857
	 263
	12.7
	323
	10.2

	5
	三原市
	883
	881
	877
	949
	1,050
	 1,321
	 50
	25.8
	271
	8.6

	6
	井原市
	216
	314
	418
	589
	784
	 1,212
	 859
	54.6
	428
	13.5

	7
	広島市
	177
	276
	364
	623
	772
	 919
	 70
	19.0
	147
	4.7

	8
	岡山市
	406
	384
	491
	639
	771
	 821
	 61
	6.5
	50
	1.6

	9
	倉敷市
	317
	369
	508
	577
	655
	 701
	 70
	7.0
	46
	1.5

	10
	里庄町
	62
	100
	162
	187
	269
	 303
	 32
	12.6
	34
	1.1

	11
	神石高原町
	-
	-
	-
	-
	-
	 288
	 94
	-
	-
	-

	12
	東広島市
	28
	33
	103
	97
	126
	 161
	-
	27.8
	35
	1.1

	13
	鴨方町
	43
	39
	52
	94
	119
	 160
	 20
	34.5
	41
	1.3

	14
	因島市
	32
	25
	44
	87
	85
	 148
	-
	74.1
	63
	2.0

	15
	世羅町
	-
	-
	-
	-
	-
	 131
	-
	-
	-
	-

	16
	矢掛町
	23
	28
	34
	39
	65
	 81
	 27
	24.6
	16
	0.5

	17
	三次市
	14
	16
	23
	31
	46
	 77
	-
	67.4
	31
	1.0

	18
	庄原市
	-
	10
	7
	17
	19
	 59
	 11
	210.5
	40
	1.3

	19
	総社市
	-
	-
	21
	36
	26
	 58
	 9
	123.1
	32
	1.0

	20
	竹原市
	36
	34
	29
	57
	41
	 34
	-
	△ 17.1
	△ 7.0
	△ 0.2


１）他の市区町村を含みます。

表２２　流出人口上位２０市町村（通学者）の推移

（単位：人，％）

	区　分
	１５歳以上通学者
	増加率
	増加数
	寄与率

	
	1980年
	1985年
	1990年
	1995年
	2000年
	2005年
	2005/2000
	2000～2005
	2005年

	福山市からの流出人口 1)
	3,496
	4,077
	5,506
	5,125
	3,768
	3,693
	 1,120
	△ 2.0
	△ 75
	100.0

	
	
	
	
	
	
	
	(神辺町)
	
	

	1
	岡山市
	464
	478
	677
	808
	622
	 604
	 58
	△ 2.9
	△ 18
	1.9

	2
	府中市
	384
	474
	670
	476
	437
	 491
	 85
	12.4
	54
	△ 5.7

	3
	神辺町
	385
	516
	690
	532
	387
	 398
	-
	2.8
	11
	△ 1.2

	4
	倉敷市
	209
	249
	572
	707
	431
	 397
	 43
	△ 7.9
	△ 34
	3.6

	5
	尾道市
	384
	478
	454
	419
	281
	 317
	 6
	12.8
	36
	△ 3.8

	6
	金光町
	294
	299
	405
	386
	299
	 246
	 8
	△ 17.7
	△ 53
	5.6

	7
	広島市
	28
	82
	97
	189
	138
	 188
	 23
	36.2
	50
	△ 5.3

	8
	鴨方町
	108
	177
	187
	283
	173
	 183
	 4
	5.8
	10
	△ 1.1

	9
	笠岡市
	233
	247
	325
	204
	158
	 137
	 8
	△ 13.3
	△ 21
	2.2

	10
	三原市
	170
	155
	333
	84
	68
	 106
	 4
	55.9
	38
	△ 4.0

	11
	東広島市
	3
	4
	9
	42
	44
	 68
	 7
	54.5
	24
	△ 2.5

	12
	高梁市
	-
	6
	18
	34
	31
	 55
	 7
	77.4
	24
	△ 2.5

	13
	井原市
	90
	75
	126
	126
	65
	 40
	 72
	△ 38.5
	△ 25
	2.6

	14
	呉市
	4
	15
	14
	13
	14
	 35
	-
	150.0
	21
	△ 2.2

	15
	大阪市
	5
	4
	9
	23
	20
	33
	-
	65.0
	13
	△ 1.4

	16
	神戸市
	5
	5
	11
	14
	12
	30
	-
	150.0
	18
	△ 1.9

	17
	京都市
	-
	-
	12
	19
	9
	 20
	-
	122.2
	11
	△ 1.2

	18
	松山市
	-
	5
	-
	4
	4
	19
	-
	375.0
	15
	△ 1.6

	19
	総社市
	-
	1
	-
	5
	10
	14
	1
	40.0
	4
	△ 0.4

	20
	福岡市
	-
	-
	8
	12
	10
	12
	-
	20.0
	2
	△ 0.2


１）他の市区町村を含みます。

Ⅶ　昼夜間人口比率

　　　　　～１９７５年から低下傾向続く～
　都市の吸収力を示す指標の一つに，昼夜間人口比率（常住人口１００人あたりの昼間人口の割合）があります。
　１９８０年からの推移をみますと，１０５．０から，ゆるやかな低下を続け，今回は１０１．８となりました。
　これを，年齢階級別に２０００年と比較してみますと，上昇したのは「１５歳未満」のみで，それ以外の階級では低下しています。（図６，７，表２３）
図６　年齢階級別，昼夜間人口比率の推移（１５歳未満，１５～３４歳）

[image: image15.emf]図３－２　上位５業種構成比の推移
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図７　年齢階級別，昼夜間人口比率の推移（総数，３５～６５歳以上）


表２３　年齢階級別，昼夜間人口比率の推移

	《夜間（常住）人口＝100》
	
	
	
	
	

	区    分
	1980年
	1985年
	1990年
	1995年
	2000年
	2005年

	15歳未満
	100.1 
	100.2 
	100.1 
	100.2 
	100.3 
	100.4 

	15～19歳
	102.1 
	100.3 
	99.6 
	101.4 
	102.1 
	100.0 

	20～24
	117.5 
	114.1 
	114.0 
	110.8 
	108.6 
	103.6 

	25～29
	108.3 
	107.6 
	107.6 
	107.4 
	105.1 
	102.9 

	30～34
	107.8 
	106.0 
	105.8 
	103.8 
	103.3 
	101.4 

	35～44
	107.6 
	107.5 
	107.2 
	106.2 
	104.0 
	101.5 

	45～54
	106.8 
	106.7 
	107.1 
	107.3 
	106.7 
	103.6 

	55～64
	104.4 
	103.4 
	103.5 
	104.0 
	104.0 
	103.5 

	65歳以上
	101.0 
	100.7 
	100.7 
	100.7 
	100.5 
	100.3 

	総    数
	105.0 
	104.4 
	104.3 
	104.2 
	103.5 
	101.8 
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